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家庭医療が分かりやすく発揮できる場としての診療所での業務につける人
前野哲博　北西史直　細田俊樹　奈良健司　伊達 純　佐々木隆史　福士元春　田川豊秋　山下大輔

1） 性別・年齢・環境問わず、頻度の高くまた緊急性の高い疾患に対して穴のない対応が出来る

2） ・疾患中心の医療
・家族ケア
・地域包括ケア

3） 生涯を通じて自己学習が出来る

4） 予防・健康増進
一次予防の重要性を認識し、生活習慣病の管理、介入が出来る

5） 教育
後輩の育成の重要性を認識し、指導する

6） 診療所の運営が出来る
等の重要性を認識し、基本的スキルが使える





・チーム


・住民








